
工717

金澤蟹科大學第一内科教室
    （主任．山田教授）

諸種止血1剤ノ比較實験的研究

島  馬   二
  （昭和6年5月29日受附）

                 目

  緒  論

第一實験方法

第二實験成績

 英ノー 勤照實験

  一 種々ナル室温中ニテ恒温装置チ用ヒ

   比較的長キ経過二於テ測定セル場合

  二 生理的食髄水ヂ家兎髄重1睡ニヅキ

   5蛇静脈内注射セル場合

 英ノニ 止血矧注射實験

  一rトロyプリン」（中村）気配O．1蛭及

    ビ1蛯静脈内注射セ1レ場合

  二rトロンポゲソ」（藤澤〕気随0・5姥静

    派内注射及ビ2．5蛇皮下注射セル場

    合

  三「ナポスタチy」（武因〕毎睡O・2蝿静

   派内注射及ビ1蛯皮下流射セル場合

  四 「リエナリン」（三共）毎駈α2静脈内

次

  注射及ビ1姥皮下注射セル場合

五「コアケリソ」（バーゼル〕毎駈帆33琵

  及ビ2．5蛯静脈内注射セル場合

六 「クラウプン」（ルイトホルド・ウエル

  ク）毎駈α25蛭及ビZ5姪静脈内注射

  セル場合

一ヒ 5096葡幅薗申雪溶妻廣毎匠EO・83重…1…i及ビ5項…
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 現今止血糊トシテ用フルモノハ多クハ血液凝固或ハ凝縮テ促進セシムルカ，叉ハ末糟血管

ソ収縮チ促シ出テ止血テ企テントスルモノナリ．血液凝固ノ嬢韓二關シ確論ナキ今日止血現

象二於テ血液凝固或ハ凝縮並二血管牧縮ノ何レガ第一次的ナルヤテ決スルハ難問題ナレド

モ，血液凝固ガ止血二際シテ重大ナル役目テナス事ハ異論ナカルベシ．

 Morawitz二從ヘバ血液凝固ハ血液有形成分殊二血小板及ビ向血球ノ破壊ニョリテ生ジ

クル「トロンボキナーぜ」ガ血漿中ノ「カルシウム」ノ作在二於テ「トロンボーダン」二作用シテ

［トロンビン」トナリ，之ガ「7イブリノーゲン」ヨリ「フィブリン」ヲ析出セシム．吾人ハ之等

ノ凝血現象二開輿スル物質テ組織ヨリ誘出セシムノり・或ハ血液中へ注加シテ血液凝固カテ克

進セシメントスルモノニシテ，前者八種々ノ高張溶液ニシテ』血腋ノ濠透雌二鐘化テ輿へ以テ

凝血要素ヲ組織∋リ誘州セシムルモノニシテ高張葡萄戯溶液及ビ食盤水ハ共ノ代表的テルモ

ノナリ，後者ハ「カルシウム溶液テ除ゲバ主トシテ臓器ノ杣出物ニシテ殊二脾臓及ビ肺臓二
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於テハ凝血要素ガ多量二含有セラル・テ以テ兵ノ臓器制1出液ハ止血剤トシテ盛二護貢セラ

レ，英ノ各止血剤二開スル臨床實駿報告ハ殆ド枚興二進アラス，吾人ハ臨床上要二室ミ英ノ

選揮二迷フモノアリ．然レドモ血液凝固現象ノ遅速八種々ナル豚囚ニョリテ右左セラル・モ

ノニシテ臨床上二於ケル藪例ノ實験効果チ以テむ二例レノ止血剤ガ凝血カテ尤進セシムル事

大ナルカテ決定スル能ハズ，無論個々ノ止血潮ニツキテ諸家ノ詳細ナル實験アルモ火ノ實験

方法ハ国々ニシテ総括的比較テナサントスルニ充分ナリト云フ能ハズ．

 余ハ此慶二於テ臨床的立場ヨリ日常歴々使用セル各種臓器製止血醐二就ヰテ血液凝固ノ時

間的比較テナシ，更二二・三ノ高張溶液トノ比較實験テ試～ソト企圃セリ．

第一 賓 験 方 法

 血液凝固測定器ハRi・k・・製ノ（1〕巫正・di・一R・…1一道・gg・血液凝固計テ用ピタリ．古來血液凝固測定器ニ

ハ其ノ種類甚ダ多ク各々一長一一短アリ．余ガ出ノ血液凝固計テ撰ビダル所以ハ其ノ操作簡単ナルテ以テ短

時間内二反覆測定シ得ルト，之二使用スル血液ハ極小量ニシテ試験動物ノ漉血ニコル影響少キト，凝血時

間ハ血滴ノ廻鞠停止時間チ測定スルモノナレバ凝固現象ノ党結時ヂ比較的判然ト見得ル便アルテ皿ナナ

可．総レドモ英ノ操作二際シ多少ノ練習チナサ“レハ誤差テ生ジャスグ，余八大約二百回ノ練習ニヨ切暗

同儲ナ鰭巣チ待1レニ…至レリ．

 恒温装置トシテ顕微鏡加温装置チ使用セリ、本質験ハ秋ヨリ夏二亘リテ行ヘルモノニシテ冬期ハ暖房装

置二曽リテ室温ノ著シギ降下チ防ギダルヂ以テ僅カノ加温叉ハ冷却ニョリテ英ノ装置内ヂ掻氏25度二保温

シ得タリ．

 實騒動物ハ凡テ白色中等大ノ雄家兎チ使用シ，實験前日「硫化バリウム」ニテ陰毛シ，（｛2械化rバリウム」

ト亜鉛華澱粉テ等量混和シ温湯ニテ泥状トナシタルモノヂ耳殻二塗布シ約5分間後微温湯ニテ再三法1條武

芸ス）12時間以上禁食セシメ置キ，實験開始3時間前二固定器二納メ實験室二静置シクリ．

血液．＾耳殻静脈チ穿刺シ所要ノ血滴テ得，無論化ノ際鰹斑テ越サ・ル穣注意セリ．

 薬液注射ハー般的注意ノ下二行ヒ，静脈内注射ハ耳殻静脈ニナシ採血ハ甥側ノ耳殻二於テ行ヒ，皮下流

射ハ胸部皮下二於テス．

 附書直．以下實験成績表中室温トアルハ實験縫綾中ノ實験室内温度ノ最高最低テ示セルモノナリ．凝固持

聞ハー乃至三回測定ゼルモノニシテ二回以上測定セルモノハ葉ノ平均値テ記載セリ．比率バ注射前ノ血液

凝固時間チ百トシ，注射後測定セル凝固時間ノ百分率テ求メタルモノナリ．

第二 費験 成績

               英ノー鈎照實騎

 1．極々ナル室温ψニテ恒温挫置1チ用ヒ比較的長キ纏過二於テ測定セル場合．

 2．生理工的食髄水ヂ家兎鑓量重1瓦Eニツキ5姥静1派内注身ナセル場合．

 本實麟ハ秋コリ初夏二夏リテ可及的實験室内温度ノー定シタル日ヲ遊ビ参理』ハ暖房装置テ

用ヒテ行ヒダルモ向且ツ最低撮氏14皮ヨリ最高32厘ラ示セルモノーアリ，㈹吉木，エ4〕七田，

工5〕腕rker諸氏ノ實駿護明セル如ク血液凝固現象ノ遅速ト温度トハ極メテ密接ナル開係ニア

                    【104】
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賛   験   一

番 號 1 2 3

時  間 室温 凝固目串間 比率 室温 凝固時間 比率I 室温
〔C〕 〔C〕 〔C〕 凝固時間 此拳

午前g時 I3。 3’12”
1

100 21。 3／28” 100 21。 3’50” 100

11時 15日 3！16” 102 22。 3！35” 103 22。 4’00” 104

午後1時 1♂ 3／Oψ 96 2㌍ 3’23”■  「 98 24。 3！46” Ig8

3時． 17。 2／57” 92 25。 γ28ぺ100 25。 3！52” 101

5時 17。 3／13” 100 25。   ■3／21”≡97 25。 3／48” 99

7時一 1ア 2！57” 92， 、2伊
3・17ジ95  ■

9時 16’ 2グ53” 90；

實   験   二

番 験

室温

髄 重

靖i＼、

湖揃1
、。分’

30分

60分

90分

120分1

ユ50分！

180分

210分

240分

1

23。＿25。

2400

22。＿24。

2200

22。＿2空

2300

凝固時剛比率！

2！22”

2／20”

2！22”

2！32”

2！30”

2／21”

2’18”

2／16”

2∫23”

2／23”

lOO！

99

100－

107

106

99

97

96

1G11

1o1

凝固持聞1比率1凝固時間1比率1平均化率

2・35グ1001

2／38” 1021

・・…｝1

2’38”  r 102

2’26”

2／40”

2！36”

2／29”

2／28”

2／32”

94

103

1011

96■

96■

98≡一

2！40”    100

2／44炉    102 ．

2／29ψ

2’37”   98

2・42・ 1011

2！27”    92 －

2／27”    92 ■

・W
戟E・

2／50”   106

2／53グ108！

100

101

99

102

100

98

97

96

101

102

ルモノニシテ，殊二吉木，七川氏ハ擬氏15度ヨリ20度干於テ澄皮ノ影響チ受ケル事大ナリト

云フ，敬二条ハ恒温装置テ用ピタリ｝云ヘドモ第一ノ対照實駿テ行ヒテ温度ノ影響テ厳密二

校セント務メ，更二組織ト血液間トノ物質移動最モ少キ生理向勺食酸水テ家兎鵠重1配ニツキ

5姥静脈内注射テ行ヒテ注射対照實験トナセリ・

 今比率一00ラ基準トシ便宜〕00以、Lヂ（十）以下テ（一）デ以テス1ノバ，實験一ノ第1側ハ

室温ノ差13度ヨリ17度ニシテ（十）2ヨリ（一）8テ動揺シ，他ノニ例ハ21皮ヨリ25度ニシテ從

ツチ比率ノ動揺モ少ク（十）4ヨリ（一）3テ動揺ス．賛験ニニ於テハ（十）2ヨリ（一）8ノ動揺

テ示スモノアレドモ平均比率二於テハ共ノ範圃（十）2コリ（一）4ナリ．敬二条ハ爾韮照賛験

ノ動揺テ加算シ（十）4ヨリ（一）8チ封蝋的動揺範園トナセリ．
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                    英ノニ止血測注射實．験

1．「！・ロンブリン」（中村）毎班0－1靖及ビr姥静脈内注射セル場合一

              表（I） トロンブリン（プロ手口0．1c．c）

番 號 1

室温1 26㌧29。

騒重1 ユ700

3 4

17。＿20。 25。＿2部 18。＿22。

2900 2600 2500

2㌍一2げ

2400

軸＼1凝鵬間1比率；凝醐一比率』凝j一，㈱」此牽1凝固時間1比率．凝固時間i比率j硝化牽

澁身揃！

 15分1

 30分

 60分

 90分

120分

150分1

180分i

2’0分
D

240分1

3ア4÷・i1OOl
    1  i
6／25・1

3・17ハ

3／0’u
2’46”

3／05”

3戸26”

3！37”

3／43”

3！39”

901

871

80

73一一

811

911

961

98

96

3’20” 1 1001

。・。。・㌦・ヨ

・…パ・・；

・・…，・・1

2’22グ

3・1Oパ

2／3ψ≡

3’20㍗

3’28”1

72

95

77

1001

104i

3／20”i100

3－24ψ   1OO i

：ll：l！：：、

    l  1
3／20”l 971

3／31”  103

3・17パg7！
    1  i

3・…11091
    i ；
3・20〃i g81
    1    ！

3／ユ8”   97 ！

3’2C” ?981

3・36・11001
    1  1

3／00

3！工5”

3’05”1

2－45”一

2／38”

2／53”」

3／03”」

3／20”r

3／20”

831

901一

8㍉

761

73i

80」

85．

93－

93

3／20”

2’41”

2／35”

2・40〃」

3’04”
C

・・1ψ1

。。ユ。”1

3’13・1

・Wi
3’ユO”1

1oo；

81

78■

80．

92

97

97：

931

85’

95≡

100

91

86

85

83

89

91

94

95

96

表（II） トロンブリン （プロキロ 1C．C）

番號1

室温

艦重

  1

23。＿2ゲ

2100

  2

21㌧25。

3

2300 1

23。一24。

2100

鴫∵馴時間1比率1凝固時間1比率1凝固時剛比率」平均比率

法射前1

15分

30分1

60分 一

90分 i

ユ20分

工50分！

180分

210分

240分’

2／50”

2！08〃

2／08”

2／32”

2／00

2／30”

2／I8”

2／24”

2～25”

2’40”

100－

75－

75

89

71

88

81i

85

86＝

94

3・27・l1OO1
     ！    i

2／29”    72 ■

     l   i
2！27”  一  71 ■

2／55” 851
     1 －

2／22”1691
     i  ＝
2／56”  85
     －  ！

3・OO187－
     l  1
3’工O”  92

2’55”     85 ．

     l    l

・Wi・・i

2’25”

1／40”

1／38”

ユ’44”

1／31”

2／］1〃

2’15”

2／10”

2／19〃

2’22ψ

100‘
、、1

68＝

72－

62；

901

931

901

96－

98■

100

72

71

82

67へ

88

87

89

89

97

 邦産ノ止1血1剤ニシテ積ノ脾臓ノ刑州物ナリ，｛61非鰯氏八家鬼ヲ用ヒテ本齊レ實験テナセ㍗

二句1班0．1乃至0．5虫毛ノ静坦辰内持、射テナシ，注射後約2口寺間｛シテ凝固筍寺最モ短縮シ20時間乃

至30時間ニシテ復鱈スト．余ハ上述實験方法二俵リテ家兎毎旺O．幌静脈内注射セルニ表（I）

                             【1中】
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第3號ハ凝血時ノ短縮テ認メスシテ却ツチ2時間牛二於テ延長スレドモ，他ノ例二於テハ何

レモ15分ノら至1階調とドニシテ撮1血時圧日ノ短紛1ラ言aメタレドモ3日等間そ麦ニカきテ跣三菱引賦的重ろ琵言

範園内二在リ．表（II）二方きテハ各三例ノ凝血皿時短紳fノ〃ミ熊ハ順々同楊ミニシテ住期＾15分後既二

比率約ク2テ示シ，注射‘後1時間牛ニシテ29乃至38二劣ノ矧統率テ見ルモノナルテ気1レリ．

2．「トロンボゲン」（藤澤）佃班。．5姥櫛派内注射及ビ2．5蛇皮下注射セル場・介．

              表（I） トロンボゲン（プロキロ05c．c）

番號1 ・
隻…  温      19o＿23o

  2         3

140＿19口       17o＿21o

髄重j …O  ・100 2400

壷商＼」凝固持聞1比率 凝固時間！比率 凝固時間1比率1比率平事；

       ’ 1  ■

渤前 P4／’24m3ノ’3”

15分r3’46ケ gOi3ノエ1”

30分     3！26”    82   3／024

60分    3／40”    87   2／48”

90分r3・28・ 83 2榊
120分    3／46〃    90   2／40〃

・・O分 3／32” 8・12／40”

180分 ・／… 82r2・・0・

・1・分i・／・・”・・＝・W

240分 3伽 9213！07”

       一一一   1
100，2／52”m g1992／38” @92194
94i2／36〃 91－ 89二

87    2／24〃    84 1   86

91   2！31”    88－  8フ

83    2／384    92 1   88

83   2／37”    91 ．  86

・・1・∫・・” 8・1＝84
・・一

EW・・1・・

9712榊 101≡97
表（π）  トロンボゲ＾ン （ブロキロ2．5c．c）

番 號

温」・アー・ぴ

誰重1子・・

  2       3

220＿240      16o＿一2ユ0

2300

4 5

ユ8o＿22o      ｝8o＿20o

・… i蜘 2300

軸＼1凝固時間1比率確固時間：／1率／凝同時間！比奉i凝固持剛11拳i一凝固時間111沖均化率

・粉…・W・・1・W…／・・”

、6。分12／34”1892！12”70、一2／42”

111二：1：：l1：：1：ll：1：11：1：11

150分：2／27” 8512／50” 903／1O”

 180分 一 2／50”   98 － 2／554   93   324”

・1粉≡…”mi3／1・リO〔／ユ6”

240分r2・50・983・12・1023／39・

注射前1・ノ・・・…／・・”・・ヨ・／・・”1…／・・”一mヨ・∫・・パm≡ml

一683’25” I9リ！39” P86186－
763／14” 奄W512／53リ31－8㍉

lllll；∵11：lllllllζ1

－892・58・一78≡3・07・一101 891

  96 3’39ψ g6 3’Oψ g9 ’96j

923／36” 黶A95 奄R／10グm298」

1033W196，3’工7・1106 i0ゴ

 本齊1ハ動物ノ脾臓及ビ肺臓ヨリ拘舳セル邦産．止血1齊トシテ（7〕小尾氏ノ詳細ナル研究アリ，

氏八人駿二皮下注射テナシ腕・ke・友ビMi1i・n民法テ皿テ凝固時間ヲ測定シ；輿；ノ並1t液凝固

                           てi07〕
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促進作用アルヲ認メタリ．㈹岩澤氏モ亦木齊〕テ家兎1班ニツキO．1姥ノ割合二皮1下注射セル

ニ凝固時間ハニ乃至三倍以上二促進セラレ兵ノ極鰍ハ注射後約2時間ニシテ，3時聞以上持

続ストー云フ．余ハ侮妊O．5姥静脈内注射テナシ注射後約30分ニシテ何レモ凝血1時ノ短縮ヲ認

メタリ．侮妊2．5姥テ皮下注射セル場一合ニハ30分後二於テ凝血時短縮テ認メ1時間牛乃至2

時間ニシテ短縮ノ極馳二達シ，22劣乃至36％ノ免上：縮率ヲ示シ，以後次．第二凝固時延長シ3時

間後二於テ既二対照的動揺範園内二在リ．

 3．才一ポスタチン（武田）毎班0．2距静脈内注射及ビ1蛇皮下注射セル場合．

                表（I） オポスクチン（プロキロO．2c．c）

番號1  1

室温1 18㌧22。

髄重i 2500

18。＿22。

2800

3

17。＿22。

2400

時■凝固兜比率1頼時間1比率1凝同時間1比率比郷均

湖揃 3・28ケ 1OO，3・5ψ
                ≡

 15ラ予     3／26”    99    3！30”

30ラチ    3／17”    95   3／40”

60分     3／07”    90    3／21”

90分     2／30”    72    3／08”

120分 3・16・ 9413・02・
                一

・50分 3／・O・・0613・・1・

180分    3／42”   107   3－50”

                」
210分    3’24”    98r  3／30”
                ；

240分 3／26” 9913！42”

1OO13・28・ 1001100
  ！     ！
8813・21・ 97195
943／工3・ 93i g4
  1     1

86 3／14・ 93190
・・」・W・・1・・

78 1  3／18〃     95 ：   89

  1    ！
86 2／55ψ 84192
98 1  3／28”    IOO    ユ02

             ■
88■  3！19”    961  94

  1      1

9613’30” m，99

表（II） オ、ボスタチン（プロキロ1C．C）

番 號
      ■
P   1  2 3 4 5  1

雌一欧 1・・㌧・駅 1 ¶室 温 1r．．2び i〃＿］断 一 16㌧19。

髄 重 ・… 1・… 1 2300 2400 2400 1

靖＼；凝固時間’比率；凝固時間     ，
范ｦ一凝固時間 此牽一

ﾃ固時間≡比率」凝固時間I比率：平均化率    ！     1   一     ．   1

控射前 3／26” 10013－20〃 100 3／20” 1OO 3！38” ユ00 3’10” 1oo11oo

30分13／16” 95  3／08炉 94 2’52” 86 3／32” 97 2／59” 94 93

60分，2／494 8212130・ 75 2／30” 75 3／09〃 87 2／23” 75 79
I

i

90分；2’514 83■2！40”@ 一 80 3／10” 95 3／23” 93 2／38” 83 87

120分’3’22・ 9812’56” 88 3／ユ6ケ 98 3’05” 85 2’53” 91」 92

150分，3’1ψ 94≡3－20” 1OO 3／06” 93 3／10” 87 2／55” 92 93

180分 i3／22” 98－3！13” 97 3／02” 91 3’10” 87 2！51”

。。1

93

210分 3／27” 100’ R－18〃 99 3／ユ0ψ 95 3／284 96 3’GC 95 97

240分 3／26”

   ≡100 3’22”   i

101 3／エ8” 99 3／45〃 103 3／08” 99 100

此牽凝固時間一比率凝固時間比率■平均化率
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 脾臓ヨリ抽出セノレ国産止血剤ニシテ，（日〕小此木，小原氏ハ両氏ノ考接ニコル凝固測定法ニ

ョリテ家兎動脈血二就キナ實験シ，本剤i靖テ皮下二注射セルニ30分ニシテ凝血時短縮シ1

時間後最高二達シ，同量テ静脈内注射セルニ1O分後二凝固時短縮ヲ認メ20分後最高二達セリ

ト．no〕伊藤氏モ「クラウデン」及ビ本剤ヲ各々人艘二注射シ凝血時間ノ短縮テ認メタリ．木

賞験ノ0．2姥静脈内注射セル場合ニハ節1號二於テ2時間李乃至3時間ニシテ去Pツチ凝同時

間延長セルモ，1時間乃至2時間後ニハ何レモ摩血時間ノ短縮テ認ム．毎妊1姥皮下注射ノ

場合ニハ第4號以外ノ      表（I） リエナリン（プロキロO．2c．c）

各腕ハ注射後1時間ニ

シテ凝血時短縮ノ極馳

二達シ，平均化率ク9テ

赤シ，次第二延長シ4

時間後二於テ略々蕾二

復ス．

 4．リエナリン（三共）

毎駈0，2静脈内注射及

ピ1蛇皮下注射セル場

合、

 本剤ハ（11〕大橋，波

部両氏ガ家畜類ノ脾臓

ヨリ抽出セノレモノニシ

テ，比等八家兎及ビ人

病＼1凝固時間j

竺剛
室 温

髄 重

靖＼」

湖揃1

15分i

30分

60分 1

90分 ■

120分 1

150分！

180分1

210分

240分

表（II）

1

17。一19。

2000

凝固鯛i比率

3／08”

2’52”

2！58”

2∫50”

3’02”

3！10”

3！08”

3’14”

3！1O”

・／…」

100

91

95

91

97

101

100

103

101

105

14。一19。

2200

1凝固時間」比率

3！18”

3’08”

3／OO”

3’工5”

3’1O”

2！40”

3’ユ2”

3！20”

3’21”

㈹・ v

100

95

91

98

96

81

97

101

101

106

リエナリン（プロ手口1C．C）

．3

18。＿21。

2300

凝固時剛此牽1此秤均

・… O…
3！Oψ ．

2・56・1

3’03炉

3’00” ’

草’01”

2’55”

3！10”

3／16”

3’19”

93

89

92

91

91

88

96

99

101

100

93

92

94

95

91

95

100

100

104

番號1 1 2 3 ・ 1 ・

室温 18㌧20。 21㌧23。 23。＿25。 ・研一・ぺ・甘

聰 重 2500 2000 ・… 1 2100 1・…

靖＼1凝固時間j 比率 凝固時間1比拳1凝固時間j比拳1凝腫1時間1比率1凝固時間1比率1平均化率

注射前 3’40” 1OO 2／13” 1oo 2’22” 100 2／55” 100 2／13” 100 100

30分 3！28” 95 1’50” 83 2！19” 98 2’30” 86 1／40” 75 87

60分 3／32” 96 2∫OO 90 2／08” 90 2！10” 74 1！49” 82 86

90分 2／58” 81 1／50炉 83 2／10” 92 2／30” 86 1／29” 67 82

120分 2／364 ﾟ71 1／57” 一88 2’O1” 85 2’36” 89 1！28” 66 80

150分 2！42” 74 2／09” 97 2’20” 1OO 2／4工” 92 1／30” 68
1

86
I

180分 2／39” 72 γ13” 1oo 2’16” ％ 3！OO 103 1／40” 75 89ユ80分2・38・一72

210分   2’56”   80

240分   3／44”  102

2！13”

2’07”

2’14”

100

96

100

2’エ6”■

2／14”

2－18”

96

94

97

3！00

3／O0

2／50”

103

103

97

1／40”

γ00

2／07”

75

90

96

89

93

98

髄二用ヒテ英ノ凝血促進作用アルヲ實験語明シ，0．5％溶液テ家兎毎砥O．5乃至1．5姥注射セル

                   【109】
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ニエ5分後二方きテ甑二5026，I時閉ニシテ80％，姻時間テ経過スルモ23％ノ無．縮凝固時間テ見劣

リト云7．木質験二於テハ毎班；0．2死ノ繍一反内注射テナセルニ何レモ三5分乃至1時間牟後凝

血時間多少短縮スレドモ著明テルモノナシ．撚レドモ之ヲ毎死1姥皮下注射セルニ第1及ビ

第5例二於テハ注射後2時間前後二於テ著明ナル凝血時ノ毎、：縮テ水シ火ノ比率66乃至ク1テ示

スモノアレドモ，其ノ他ノ三例二於テハ2時間牛以後ハ殊ド余ノ鋤賦的動携範園内ニアリー

 5．「コアグレン・」（パ川ぜル）毎妊。．33虫毛及ピ2．5姥静脈内注射セル場合．

                 表（I） コアグレン（プロキロO．33c．c）

番號

室温

竺重1

1

18。＿21。

2200

2       3

22㌧2¢ 27o＿3工一〇

1900         3000

  ヰ

18。＿22。

2100

  5

28。＿31山

 2000

蛤＼＝凝固時間、比率」凝固時間1比率：鮒；時剛此牽1頼時間一比率1凝固持問1此叶均化牽

澁射前1

 15分

 30分1

60分I

 90分

12粉一
1・・分！

ユ80分

210分

240分1

3・04・1

2’35”．

2／47”、

2ψ；

2／43”

2’4ψ1

2／50”

2・45〃■

2！50巾

2・38〃’

100

84

9王

89i

89

89

92i

90

92r

861

3／08”

2／58”

2／55”

2／46”．

2／46”

2’鮎”

2句5ψ1

・／・・” P
・／・・4

3・07パ

100

95

93

88

88

88

88

94

98

99

3・30・l1CO1

3／27グ

3’30”

3・24〃1

2’33”

3・C1〃＝

2／31”

2・35・1

3’ユ6” P

3／31”1

99 P

m，
97－

73

86

72

74！

93！

ユ。o l

2／194

2’C6”

2／10”，

1／52年

2／04”

2／09”、

2／18ケ：

2・25〃一

2勺8ジ

2－13”

100

91

94

81

89

93

99

104

99

96

3／23”

3／O0

2／59炉

2・58パ

2・47・≡

2／37”

2／58”

3／08”

3／21”

3／19”

1001100
89   92

88   93

88   89

82   84

77   87

88   88

93191
99196
98   96

表（II） コアグレン（プロキロ2，5c．c）

番號  1   2 1． 3．一
蟹董  言豊      19o－23o        ユ8o－210        21－o－22o

量豊  葭匡      2100          2500          2600

南西＼1凝固時間1此牽．鰍1階間1比率1凝醐綱111牽一一此郷均

注射前i2／45・ ユOO12／46・ 100 3・04・ ユO0 100

・粉1・・・・… 1・榊 … ψ ・…

30分12’ユ6” 82 2／1Oケ 78 2’30” 82 81
 60分     2！07”     77    2／30”     91 i  2／42”    88     85

90分 2・00 73 2・26・ 88－2・36・ 85182

120分 2－20・ 85－2・27ψ 88 2・41・ 88…87
ユ。。分。戸・。・。。：。・・。リ。．。ノ。。・。。。。

18粉 2W 10312／59ゲ1083’104103ユ05
・1・分・・・・… @，…1リ・・一川リ・・1・1
240分 2／42・ 9912W  9ピ3・08・ 102 97

  ］912年Kocher及ビ

Fonio爾氏ガ主トシテ

動物ノ血液ヨリ本齊一テ

創製セルモノニシテ，

n2〕Kocher氏ハ犬及ビ

家兎ヂ用ヒテ注射實験

テナシ何レモ皿1液凝固

促進作用アルテ認メ，

リ畠）H． Schmerz， F．

Wischo爾氏モ亦2％

溶液テ20姥人麗二注射

シ，jO分後二於テ既二

凝伽キ間ノ短縮テ認

メ， 2H手間ニシテ著明

【加。】
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ナノレ短縮テ認メクリ．余ハ3．％溶液毎班0．33姥ヲ静脈内注射セルニ注射後1時間乃至2時間

ニシテ何レモ認ムベキ凝固時短縮ラ示セリ．侮班2．5姥ノ場合ハ注射後15分ニシテ跣二羽カ

ナ～レ凝固時間ノ短縮現ハレ第2號及ビ3號二於テハ30I分ニシテ短縮ノ極二達シ，第1號二於

テハI時間牛ニシテ然リ．其ノ牢均セル短縮率ハエ9％ナリ．

6一「クラウデン」（ルイトホルド．ウェルク）毎班0．25双ビ2．5姥静脈内注射セル場合．

               表（I）  クラウデン（ブロキロO．25c．c）

≡

番號
一            〇  I … 一

室温
筥」  ■止   一

髄 重

    一、
 ㌔

  1

21。＿24．

 2200

  2

24。＿28．

 2000

  3

20。一2空 20。＿24。

3100         3000

21。＿26．

 2000

軸＼、Iｾ淵」比率、凝固時間」比率；凝固略剛11傘一：鮒時間1比率」凝固時間；比率1千均化峯

漣射前

 15分

 30分

 ¢O分

 90分

120分

150分

18ρ分

210分

240分

2！56”

2／39ケ1

2’37”1

2～37”1

2／38”1

2！37ψ

2／50年

2／37・i

2／23ク P
2・31・1

100

90i

89≡

費91

901

89

97

89

81

86

3’13炉

3！10”

2／55伊一

2／55ケ

2／55ケー

2イ23グ

2－20”1

2戸35”．

2／i94－

2／25伊 P

1G0

98－

9｝一

91

91

7里

73

80

72；

751

3／13”

3／13炉

3／22”

3！21”

2／35ψ

2／344

2／31〃・

2／504

3／11ψ1

100■

100

105

エ04■

801

801

781

88

99一

3／20〃

3／13ク

3’06”

3／11”

2／27”

2／45”1

2’53ψ

3’01”！

3／21”1

3’09”

100

97

・・1

96i

74

83

87

91

101≡

95i

・…ジ…1

3’03グ

2／47”1

2・52ケ1

2／50”

2／50”

2／46”

3／OO”

2／31”

3／08”

97 P
89

9且

刈

90

88

96

80

1001

100

96

93

94

85

83

85

89

87

88

表（H） クラウデン（プロ手口2．5c，c）

番I j1 ・ 2         3

室温1 20㌧23。 18o－23o        19o－23t

 一                    一1

鵠重， 2800    2800
壷ポ：鰍時間比率1凝固1串間比率1凝固時間． 比率一比率平均■

可圭尉前1

15分■

30分

60分

90分

120分

150分

180分

210分

240分

2／32”

2／32”

2’24”

2／1C〃

2’17”

2／2C”

2／20”

2／24”

2／35”

2／40”

1001

100－

95

86

901

92

921

951

102－

1051

2／20ケ

2／18”

2／14”

2／07”

2／10”

1！50”

1／564

2／07”

2／20”

2／16”

ユOO r

981

96－

91！

93

78

83

91

ユOO≡

97i

2／08”

2－OO〃

1！58”

1／33”

1／364

ユ’5ユ”

2／054

2／OO”

2／Oψ

2’00”

1001

941

921

73

751

87

98．

941

97

94

100

97

94

83

86

86

91

93

100

・・ P

 〔14〕Fi・・h1氏ハ各臓

器摘出物ニツキテ比較

實験テナセルニ肺臓抽

出物二顯一箸ナル凝血促

逃f乍用アルテ認メ，

「クラウデン」ト穣シ護＝

寅セラル・二至レリ、

㈹北村氏（16｝，犬津氏

モ亦共ノ血液凝固ノ』捉

ま色f乍用アルテ實駿讃1明

セリ，一大澤』ニミ八家兎ヲ

用ヒ静脈内注射ヲ施

シ，氏ノ考一投セル凝唾I

測定方法ニョリテ測定

【工n】



1726 島    尾

セリ、余八本剤テ気配O．25姥注射セルニ注射後1時間牛乃至2時間ニシテ明カニ凝固時間ノ

短縮チ示ス．更二毎班2．5姥ラ注射スルモ凝固時間ハ其ノ糟最二比例シタル短縮ラ現ハサズ，

小量注射ノ場合ト略々同様ナル短縮テ示スモノニシテ，唯注射後小量注射ノ場合ヨリ毛少シ

ク早ク凝固時間ノ短縮テ示スモノ・如シ．

 7．50劣葡萄糖溶液テ家兎麗重1班ニツキO．8慨及ビ5姥静脈内注射セル場合．

          表（I） 5q％葡萄糖溶液（プロキロO．8c．c）

軸＼i凝固時剛比率1凝固時間」比率

番 號 1 2 1 3 4 5

室温 26。＿28。 ・び一附1・び一鮒 19㌧21。 22。＿25。

髄 重 ・1・・1 ・… 1・… 2200 2200

軸＼■凝固時剛比率1凝固時間」比率 凝固時剛比率1凝固時間1麟．凝固時間．比判平均化率

注射前 2’39” 1OO 3’00ケ 100 3113” 1OO 2’55” 100 3・15ジ1OO ユOO

15分 2／24” 91 2／20ケ 78 3！00” 93 2！55ウ 100 2！57” 91 91

30分 2／35” 97 2／09” 72 2！50〃 88 2！55所！1OO 2！38” 81 88

60分 2∫31” 95 2’32炉 84 2’38ψ 82 2’36ハ  89
γ、、”1

2’34ψ 79 86
～

90分 1’55” 72 2－37” 87 2’10〃 67 90 2！48” 86 80

120分 1’58” 74 2’27” 81 2！25” 75 2’20ψ 80 2／33” ’78 78

150分 1’48” 68 2！30” 83 2／39ウ 82．2’27”184 2’55” 90 81
1

2！07” 80 78180分 2’204 2’30ψ≡ 78 2∫38ψ 90 2151” 88 83

210分 2！20” 88 2！40” 89 2！31” 78 2／44ψ 94 2！52” 88 87

240分 2’50” 107 2’44” 91 2／52” 89 2∫45ψ 94 2’4ψ 87 94

表（II） 50％葡萄膳溶液（プロキロ5c．c）

番 號

室 温

騒 重

へ
注射前

15分

30分

60分

90分

120分

150牙

180分

210分

240分

16。＿20。

2100

凝固持閲

2’2ψ

1／50〃

1／38”

エ’57”

1’45ψ

1／19”

1！41”

エ／25ψ

1！38ψ

1！54”

比率」

100

76

68

81

73

55

70

59

68

フ9

16。＿20。

3

12。＿18。

2300           2200

凝跡綱1比率1凝固暗剛此牽1

2’10炉

1！40”

1！324

1！42ψ

1123”

1・117・

1’一14〃

1∫42”

1／46”

2！．OO〃

1001

77

71

781

64

59－

57

78－

821

921

2・19〃；

1！30”

1－32”

1／28ψ

1’03”

1！304

1／26”

1“6”

1！54”

2’0ψ ，

1⑪0

65

661
。。1

74－

65＝

62≡

76

82！

89

比率弔均

100

73

68

74

70

60

63

71

77

87

 高張葡萄騎溶液ノ止

血作用二就キテハ（mE．

Schreiber始メテ之テ

…認メ， U冒〕P乱u1Schenk

八人髄ニツキテ静脈内

注射實験テ行ヒ，英ノ

後U9〕J．Lδwy及ビ（皇。〕

吉光寺，｛21，劉氏ノ實

験的研究アリ．㈹吉本

氏ハ其ノ止血作刑ノ本

態二開シ議紬ナル研究

ラナ字，凝固時間ノ短

縮セル極鮎ハ注射後2

時間前後ニシテ約ク時
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間後二於テ復蕾セリト，余八本實験二於デモ亦同様ナル結果テ得タルモノニシテ，表（I）二於

テ側レモ凝血時間短縮シ，第2號ハ注射後30分ニシテ英ノ極二達シ4時間後ニハ凝固時間部

ツチ延長ノ傾向アルモ他ノ四例ハエ時間竿乃至2時間後二於テ凝血時間最モ短縮ス．表（II）

二於テハ三例共二凝固時間ノ短縮ハ前者ノ場合二比シ藩カニ著明二’シテ2時間後二於テ4q％

内外ノ短縮率ヲ示シ以後次第二延長スレドモ4時間後二於デモ明カニ凝固時短縮ヲ認ム．

8－o％クロールナトリウム溶液毎班。．5蛇及ビ5姥静脈内注射セル場合．

      表（I） 10％クロ｝ルナトリウム溶液（プロキロO．5c，c）

番 號

室 温

躍 重

1

280＿32o’

2100

軸＼1凝固時間j比率

澁射前

 15分1

・O分1

 60分

 90分1

120分一

150列

I80分

210分

240分

3’19”

2／55”

3’05”

2’46J

2’50”1

2／57”

3’05”

3・06・1

3！1ユ”一

3！16”

26曲＿28。

2100

！凝固時間1比率；

i00

88

93

83－

851

89．

93

93

96

981

29。＿32。

2000

凝固時間；比率

3・23炉！

3／16”

3・13グ

3・15〃1

3！10”1

3！05”一

3／19ケ

3’11”

3’20”

3’19”

100

97

95

96

94i

91

98

94

991

981

2！57”

2！50”

2！20”

2／33”

2！38”

2’49”

2’58ψ

2’58”

2’48”

2！53ψ≒

1oo－

96

79

861

89

95，

101≡

1011

95

981

30。＿32。

2100

凝固時間一比率

5

18。＿21。

2100

   l    1
凝固持聞’比率肝均化率

2！38”

2／33”

2・29〃≡

2’30〃1

2126”

2’12”

2／22”

2！08”

2！15”1

2’38” P

100

97

94

95

92r

84－

90

81

85■

1OO

3！05ψ

2！30〃

2’37”

2！35ψ

2！4ψ

2’23”

2’33”

3’07〃

2’48ψ

3’06”

100

81

851

84

89≡

771

83

i01－

91

101

100

92

89

89

90

87

83

9里

93

99

表（II） 二0％クロールナトリウム溶液（プロキロ5じ。）

番 號 1 2 L 3
一  一 一 ■   1 一 I ’■  凸．一一 …  』 … …   ⊥ → ■     ■一

一，4

｢
温 17㌧21。 18。＿20。 工8。一2r

I －   L 一 ■  一   一 I …  凹

』⊥
@一   一 一 一■I一

駿 重 2400 2300 2400
L 一 … ■  …   ■  I 1

虹＼1警1i腕1比率」凝1蝸缶問 此牽1凝固時間 比率
■平均化峯

注射前 r 2／59〃 100 2／27” i00 2’494 ユ00 1OO

15分 2’48” 94； 2／20〃 95 2！40〃 95 95

30分
！  2／38” 88 1／42ψ 69 1！50” 65 74

60分 12・41・ 90 2’05” 85 2’06ゲ 75 83

90分 ！2・38〃   一W81 1／40” 68 2！04” 73 76
1

120分 2’16” 76 2’064 2／32”86 90 84

150分 2／23” 80 2’29” 102 2’30” 89 90

86118坊 2－3ψ 2／26ψ 1001 2’40” 95 94

210分 2！42” 911 2／18” 94
I

2“O〃 95 93

240分 ， 2・5ψ 97 2／21〃 96 2－46” 98 97

 ωV肌den Ve1deII

氏ガ1909年初メテ本剤

ノ高張溶液テ静脈内二

注入シ．血液凝固促進作

用アノレチ…愛表シ，英ノ

後多数諸家ノ追試ア

リ．（23，上田氏ハC乱n－

nOn民法ヂ用ヒテ高ヨ長

葡萄繕溶液トノ比較動

物實駿テ行ヒ，高張葡

萄糖溶液ハ之ト同張ナ

ル食麗水二比シテ血液

凝固促進．二靭シテ大ナ

ル遜色ナシトセリ．
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113〕H．Schmerz，F．M1scho爾氏モ他ノ主要ナル止血剤ト人騒二注射シ比較實験ヲナシ共ノ

凝固促進作用テ認メタリ．本剤ヲ毎班0．5姥静脈肉二注射セルニ何レモ凝固時間ノ短縮チ認

メタレドモ凝固時間短縮ノ状態ハ各例厘々ナリ．気配5耗注射セルニ第2及ビ3例二於テ注

射後30分ニシテ60乃至69ノ比率テ示シ，第1例ノ凝固時間短縮ノ極貼ハ2時間後ニシテ，最

高短縮率ハ26％内外ニシテ注射後3時間ヲ艦テ殆ド復蕾ス．

 9．1O％ケラチン溶液気配O．66耗及ビ5靖静脈内注射セル場合．

           表（I） ケラチン（プロキロO．66c．c）

番 號
＝I一 2 3 4 5

室温 18L22。 23。＿2ブ 18。＿23。 23。＿26。 26。＿30。

路 重 2100 ・… 1 2300 ［・… 1700

靖＼1凝固時間此率；凝固鯛■比率1      l  1
ﾃ固時間一比率≡凝固時間1比率1凝固時間i比率ト均比率

注射前 2’37” 100 3∫06〃I 100 γ44” 100 3－30” 100 3／2i” 100 100

15分 2’25” 92 2！39” 85 2’17” 84 3’25” 98． 3’12” 96 91

30分 2’30” 96≡2！59ψ 96 2’23” 87 2！40ゲ 76 2’52〃一 86 88

60分 2’24” 92 2’40〃 861 2’19・185 3’OO” 86 2！48炉 84 87

90分 2！27” 94 3’02” 98 2・25〃一 88 2’45” 79 3／03” 91 90

120分 2’36” 99 2’53” 93 2！40” 98 2’50” 81 2／53” 86 91

150分 2！22” 90 2’53” 93 2’27” 90 3’14” 92 3／13”． 96 92

180分 2’11” 83 2！47ψ 90 2／19〃 85 3！16” 93 3’19” 99 90

210分，2’27・
@    一

g4 3！06” ユOO 2／13” 81 3’05〃一 88 3！05” 92 91

240分 2／18炉 88 3’09〃 102 2’15” 82 3’14”一 92 2’5ψ 89 91

凝固時間1比率1凝固時間1比率1硝比率

表（II） ケラチン（プロキロ5c．c）

番    號     1

室温20L2工。
麗    重     2100

2

17㌧22。

3

18。一21。

2000           2100

、＼＼．凝固暗闇」麟1凝固皓間1比率凝固時間比率1千均化牽

注射前 2！35ク 1001
  15分       2！16”    88

  30分  1’45” 68！
  60分        1’42”

  90分  2’06” 81！
…分 ・・1・1・・l

 150分        2／05”    81

 180分        2！13”    86

 210分   宣・18〃 89

 240分        2！26”  i  94

2W・OO12！56・1100100
2！23” @ 2／52”1  89
2！16” @7812！06”  73
2／22ψ     82 ミ  1！51”            70

2／19” @80≡2’1Oψi  78
2！26”     84    2／30〃           86

2’37”    90 1  2’38”          87

2／12”    76 1  2’42”  一        85

2’20”    80 i  2／47”          88

2’46”    95 1  2！32”          92
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 本割凝血促進ノ作用二闘シテハ未ダ確説ナシト離モ最モ古クヨリ知ラレクル止血剤ノーニ

シテ，（ωV㎝den Ve1d㎝及ビ㈹高崎氏ハ主要ナル止血剤ノー二敷へ英ノ凝固促進二關シ

テ比較實験テナシ，V㎝d㎝Veld㎝八人鐙二40姥ノ注射テナシ2乃至3時間後二19省12

乃至2ク時間後二2晩ノ凝血時短縮アリトナス．高崎氏ハ血液凝固時間短キモノニハ其ノ長キ

凝固時間テ育スルモノニ認メタノレ如キ著明ナル凝固促進テ認メ得スト．余ハ小量注射ノ場合

二於テ凝固時間短縮ノ状態各例共二隅々ナレドモ何レモ認ムベキ凝固時間ノ短縮テ得タリ．

毎駈5姥ノ場合二於テハ小最注射ノ場合目リモ遥カニ著明ナル凝固時ノ短縮ヲ示シ，注射後

30分乃至I時間二於テ短縮ノ極鮎二達シ比率平均約70テ示セルモ以後次第二凝同時延長ス．

考   按

縄括考接二便ナラシメンガタメ比率ノ平均値ラ時間的二曲線テ皿テ表パセリ・

    〃

 〃。＿
                               ／1

  途一                              ’                             ’                             ’      、                                o                             ’                               ’                           1一‘                               ’                               ’    、第外  き、．，            一4、、／、

こll∴∴一ヂ
  r
    ＋一 十巳，フ’一リン
     一一〇一 トロ／ホI午一レ
    一一●一一オオ．I一ズク手ン
 伽■   一“一1一工十りン

ニ
        コアクIレン
        ＾ I 1 一一・，        ■プノ丁 ン

        ・               1
 風前 パ  3ぴ  60・  が  〃  ノf〆  肋’  〃〆  洲’

才    、
  や＼＼      」 、7を二1一’
第・       ／ノ’一グ 、 ≧／．
               ！                   ／
           式   ノトー、    ’    、一㌧．一・！

二伸＼ｫノ…㌔、，・グ  ／
       ＼、、！    ノ苛             ノ
    し、 廿  ノ、／            一’
圖仰  ＼ j〆、！・一。     、グ
       ’v’                      ’

’一♂

γ

莉   パ’   〃’   6o’   9θ’   〃〆   〃〆 。 〃〆   〃。’  2仰’

             【115】
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 第一圖ハ各止血糊ノ小量注射ノ場合ニシテ，之テ通観スルニ何レモ注射後1時間牛乃至2

時間年前後二於テ凝固時間ノ短縮テ示シ，以後攻第二欝二復セントス．量的考慮ヨリ槻之二

其ノ注射量ハ犬入髄重テ60班ト見倣シロ常ノ脚禾最テ「ブロキP」二換算セル量二峰々相常ス

ルモノニシテ，此ノ量ニテハ各止血剤ノ凝固時間短縮ノ程度テ比較スル二大同小異ニシテ何

レモ最モ短縮セル時ノ比率ハ僅ヵ二約78乃至91ナリ．

 大最注射郎チ中等大ノ家兎二臨床上ノ賂力一回量二私営シテ注射ゼルモノニ於テハ第二圖

二示ス如ク小：最注射ノ場合二比シ遥カニ著明ナル凝固時短縮テ現ハシ，殊二葡萄糖，「ケラ

チン」，「トロンブリン」，「トロンボゲン」二於テ然リ．注射後凝固時短縮ノ最大二達スルハ，

葡萄繍二於テハ小量注射ノ場合ト回シク約注射後2時間ニシテ他ハ何レモ前者ノ場合ヨリ早

ク，注射後30分乃至1時間前後二於テ共ノ極離二達ス．血液凝固時間ハ要二室ミ如何程迄短

縮シ得レハ臨床上満足テルモノナルヤ，勿論其ノ標準ナク，且ツ動物ト人騒｝ニテハ止血剤

二対スル感受性モ亦異リ，更二又個性及ビ止血二奥カル個誰ノ内外要因ハ遊ダ多ク熱モ其ノ

影響スル事大ナルヲ以テ余八木質験ノ域綾ヲ直テニ臨床三鷹用セント欲スルモノニアラザレ

ド毛，之等止血齊1ノ臨床用量ニテハ猜幾多ノ下欄アルベシト思慮ス．総レドモ此等；．止血齊レ

更二大量使用ガ蜘木．ヒ許サル・モノナノレヤ，許サル・トスルモ葉レニ正比シ著明ナル・凝血促

進ノ効果ヲ繋ゲ格ルヤ否ヤバ疑1剃ニシテ今後ノ研究二侯ツベ手モノナリト思慮ス．

緒   論

 L家兎髄重1班ニツキ各々「トロンブリン」（中村）O・塒，「トロンボゲン」（藤澤）O，5姥，

「オポスクチン」（武田）0．2姥，「リェナリン」（三共）O．2姥，rコアグレン」（バーぜル）O．33姥，

「クラウデン」（ルイトホルド．ウェルク）O．25姥，50宕葡萄糖溶液0．83姥，10名rクロールナ

トリウム」溶液O・5姥，ユ0名「ケラチン」溶液O．6晩テ静脈内注射セルニ何レモ注射後約1時間

牛乃至2時間牛二於テ血液凝固時間短縮ス．平均比率二於テ兵ノ最大短縮卒ハ何レモ注射前

ノ凝固時間ノ略々9乃至22名ノ間二分有ス．

 2一本實験二於ケル大量注射ノ場合ニハ］般二小最注射二於ケルヨリモ著明二凝固時間短

縮シ，最高短縮率ノ平均値及ビ英ノ現ハル・時間八大鰐次ノ如シ．

「トロンブリン」90分後 33名

「トロンボゲン」 90分後 22％

「オポスクチン」60分後 2晩

「リェナリン」 120分後 20％

「コアグレン」 30分後 ］9％

「クラウデン」 60分後 12％

50％葡萄糖溶液120分後 40名

10名「クロールナトリウム」溶液 30分後 2物

10％「ケラチン」溶液 60分後 3q％
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